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第16次南極地域観測隊の出発にあた り
一第16次観 測隊の も くろみ－
T先生,久 し振りにお便 りをいただき懐 しく拝見いた
しました.い よいよ明11月25日晴海を発つこととなりま
した.南 極で私達がどのような観測をするのか申しあげ
てお礼にかえさせていただきます.
総員40名の うち10名は夏隊員で 「ふ じ」で往復いた し
ます.海洋観測に従事する3名は早速採水 ・分析をは じ
め,東京へもどるまで継続いた します.暴 風圏で波 しぶ
きをあびなが らの作業はつらいものです.雪 氷学の研究
にたずさわ る2人 も夏隊員です.「ふ じ」が昭和基地に
接岸すると,ま ずこの2人は昭和基地より更に280㎞東
南にある 「みずほ観測拠点」に赴いて,約1カ 月,大陸
氷のポーリングをいたします.800mは掘 りたいと申し
ております.地図つくりのための測量に従事する隊員,
夏の間に,昭和基地周辺の露岩地帯で,植 物の群落の調
査をする生物の隊員各1名 の7名 が観測に従事いた しま
す.
今年は昭和基地のすぐ北にあるアン.テナ島に送信棟を
建設する計画です.そ のために建築担当が1名参加 して
おります,た った一棟の建築ではありますが,海 をへだ
てているため資材を島に運びにいくこと,ク レーン車を
利用できないこと,水を得がたいことなどのため,か な
りの雑工事になることが予想されます.しか し,3～4
週間でこの作業を完了させたいものと考えてお ります.
ほかに隊全体の面倒をみてくれる庶務担当隊員1名 が
お ります.吉 田副隊長が夏隊の長で,私達越冬隊と交替
して帰国する第15次の越冬隊員をケープタウ ンま で送
り,その後はシンガポールを経て,昭和50年4月20「」に
晴海に帰港する予定であ ります.
「ふ じ」が氷縁に着 くのは例年通 り,年末であろうと
思われます.し か し,今年はボー リングのための時間を
できるだけ長 くとるために,ブ リンスオラフ海岸の露岩
の調査をあと廻 しに し,ともか く昭和基地への接近を急
ぐ所存であ ります.ま た,第16次観測の重点項 目であり
ます地球化学 ・生物学 ・医学3部 門協同の環境科学観測
の.一環,露 岩地帯の諸調査を充分に行な うために,空 輸
作業と平行 して,南 ラングホブデへ生物担当隊員を送 り
込みます.空輸が一段落 した時点で,地理 ・地質 ・測地
等の地学系の野外調査隊を,リ ュツオホルム湾の南の方
へ出 したいと考えてお りま す.この頃には,セ スナ185
を用いての航空写真撮影も盛んに行なわれる筈であ りま
す.15次で越冬したセスナはもう一年基地で越冬 します
から,今年の夏 と,来年の春から夏へかけての活躍が期
待されてお ります.
1月下旬から2月上旬にかけて,15次の隊員は16次隊
員に業務を引継いで逐次 「ふ じ」へ引揚げます.「ふ じ」
は2月 上旬の末頃昭和基地を離れ,プ リンスオラフ海岸
にある 「明るい岬」の調査,海洋観測などを行いなが ら
待機 し,「みずほ」 から引揚げる隊員 と氷の柱状試料と
を収容 して昭和基地を去ることになります.2月20nに
は正式に,私 達第16次越冬隊が成立することになりま し
ょう.
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越冬隊の業務は次のようなものであ ります.オ ーロラ
の全天カメラ,ス チールカメラでの撮影.地 磁気3成分
の測定と絶対測定.地 震観測.潮 汐観測.こ れらは一括
して地球物理観測と呼ばれてお ります.電離層の定時観
測,オ ーロラレーダーや リオ メーターによる電離層観測
も行われます.地上気象観測が,1日8回,高 層気象観
測が1[12回実施され,そ の結 果はオーストラリア隊の
モーソン基地を経てメルボルンの気象センターへ送 られ
るのです.各国の基地での観測結果も含めて南極天気図
が作 られ,フ ァクシミルで昭和基地へも届けられます.
以上のように基本的でかつ恒常的に行われている観測を
私達は定常観測と呼んでおります.し たがって,16次で
も定常観測は従来通 り実施されるといえるわけでありま
す,
地図作 りのための 測量や航空写真撮影,航 空磁気測
量は常時行われるものではありませんが,国 際的にB本
が地図を作るべき地域 を割 り当てられているので,私 達
は定常観測の中に含めてお ります.
定常観測に対 し,研究者が独自の研究計画に基ずいて
実施する観測が研究観測と呼ばれるものであ ります.電
波科学の研究観測は,「みずほ観測拠点」への途中で,
あるいは,「 みずほ」で発射 した電波が散乱によって基
地に どれほど届 くものであるかを調べようとするもので
あります.
環境科学のグループでは,地 球化学の分野で空気中の
炭酸ガス,窒素化合物の連続測定,大 陸氷中の微量金属
の分析,海 水 ・湖沼水の分析が行われ,生物 学 の 分野
で,露岩地域の植物群落の調査,湖 沼 ・土壌中の藻類の
研究,海 氷中の藻類の研究が実施されます.医 学では,
昭和基地附近の細菌の調査や私達の持込んだ細菌が自然
環境下でいつまで生きのびることができるかといった研
究がなされます.ま た人体内の重金属の研究,寒 冷適応
の研究もあわせて実施されます,
地学のグループでは,地理の部門で,氷河縁辺の地形
の観察が行われます.と くに,海底堆積物の有無,厚 さ
などの調査を通 して,か つての氷河の作用を探ろうとし
ております.地質の部門では,昭 和基地付近の未調査露
岩での地質調査 と 「やまと山脈」の地質調査と明石の調
査とを行 う予定であります.「やまと山脈」への旅行は
来年11月中旬か ら再来年1月 中旬までと考えてお ります
が,大 型雪.上車が,かな り老朽化 しているのが心懸 りで
あ ります.この旅行隊が昭和基地にもどる頃には,第17
次隊がロケット発射の準備を着 々と進めてお り,私達の
仲間の何人かは 「ふ じ」にもどっていることになろうか
と思います,
以上,私達のもくろみをざっと申 しあげま したが,無
事任務を完 うして帰国できますよう御声援賜わりた く心
ユ ー ス
か らお願い申 しあげる次第でございます.
(第16次観測隊長 星合孝男
国立極地研究所助教授)
南 極 観 測 隊 便 り
一策15次越冬 隊の近況一
最低ン〔温一29.4℃,月平均気温一14.0℃で経過 した昭
和基地の10月も過ぎ,11月に入 りめっきり天気の良いU
が続 くようになった,天気の良い風のない日には,日中
の作業でば汗 をかく程にもなり,5Uに は始めて気温も
L5℃ を記録する程の南極の夏になった.夏 の訪れと共
に北の海からは,ペ ンギンや トウゾクカモメが帰って来
た し,アザラシは海氷の上でお産が始まったという.
10月11.1に昭和基地を出発 した雪氷班6人 は,み ずほ
観測拠点の南東地域 を調査 し,11月14日に昭和基地を出
たみずほ交替便4人 を迎え,人員のいれかえのうえ12月
上旬からみずほ観測拠点の北東約400㎞,南緯68°30',
東経52°附近にあるサンダーコックヌナタークの調査に
向かっている.こ の間みずほ観測拠点においては第16次
隊の到着を待って,本格的に実施する目標800皿までの
深層ボーリングにとりかかっている.一方10月30日に昭
和基地を後に したやまと山脈調査隊4名 は,や まと山脈
を目指 して氷原を走行中みずほ観測拠点の南西約200kn
の地点で,大型雪上車605が故障 した.た だちにみずほ
観測拠点まで部品を取 りに戻 り,修理を完了 しだ もの
の,日程に約半月の遅れをみた.し か し,その後順調に
経過 して,11月24[.1にはやまと山脈A群南端にベースキ
ャンプを設け,す でに限石多数 を採集するほか,地 質調
査を行っている.
内陸旅行に明け暮れる第15次越冬隊も,昭和基地では
気象,環 境科学等の追い込みに忙が しい.基地に残る10
数人は,第16次隊の到着を心待ちに待つ者,ゆ っくり来
てくれと願 う者,人 さまざまの事だろう.
2月以来長い長い冬眠をむさぼっていた飛行機セスナ
もようや く目を覚まし,10月末には待ちに待った組み立
て,整 備作業に入 りU月4日 には実に10か月ぶ りに懐か
しいエンジンの爆音が海氷上に響き,滑走路の整備がブ
ル ドーザー,雪 上車により開始された.7日 か ら慣熟飛
行に入 り,11日には1万 フィー トまでのテス ト飛行も行
われた.11月14日に出発 したみずほ交替使をサポー トし
てF16,すなわち夏になってオングル海峡の 海 氷 が緩
み,雪 上車隊の終点となる昭和基地東約20㎞の大陸上の
地点に向った村越隊長の誘導のもとに離着陸訓練も行わ
れた.昭和基地の南東方面,南 西方面に内陸旅行隊 を,そ
してみずほ観測拠点にポーリング班を送 り出 し,昭和基
地で指揮 をとる村越隊長は航空隊を今指揮下において,
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㌃ 後 の 作 戦 の 遂1.」;こお お い に 自 信 を 得 た こ と で あ ろ う.
)tξ地 航 空 隊 は い.よい.よ活 動 を始 め た 、11月20日 照 有り1C
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一第16次観測隊の 出発一
策16次 南 極 地 」或観 沮[豚 刎11合 デ リ1隊長 」艮 ド40名:ま,観
!t員1!亭i//「『t,じ」 て11.[」25iI(IJ)ノ「ltillt11:1is・.手}ヒ証F「本妻t/"t),4[!;[;巷
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信 糠 の 建 設 作 裳.み ず ほ.観測 拠 点 で ノ)深層 掘 肖「],皇1〔空 写
!'('撮影 な ら びi:沿VFに お け る 調 合 等 多 く の 作 ㌢さが 行 り て
い る.な 才.i,越冬 隊30名 は 第15:欠h'Yiに・jiき続 き 環 境 科 ・.芦
総 合 研 究,地 学 総 合 調 査 をは じy),地 球 物 理 、 電 離 層.
城 壕,超 高 層 な ど の 観 測 お よ び 「や ま と 山 脈.「の 地 質 調
疏 と 限 石 の 調 査 等 多 くの 研 究 調 査 を 実 施 す るJン定 で あ る
ま た,第16次 隊 に1`iIt]'する ・i:[邨委U富[li哲 ノこ(;〕ij水産
大 学 長)は,11月27[1空 路 ク ラ で ス トーf.、・一 チ(二t,.一 ジ
ラ ン ド)に 向.っ た.同 地;こお い て 二..一 ジ ラ ン ドと ア メ
リ カ及 び メル ボ ル ンに お い て オ ー ス トラ リ ア の1有極 観 測
業 務 を 視 察 の う え,12月15日 フ:}一 ∵ ン1・t/レに お い て
「ふ じ」 に 乗 艦 の 予 定 で あ る 、
一 ドライバ レー掘削調 査一
1974午 ト.ラfバ レ ー 地 域 に 派 遣 さ れ る西1[r孝,{∫1[1燦11:
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.・こ.「、],隊Uは10トJ31[1～11118[「二.一 ・・一 バ ー;こMII在
し,多 く の 標 ト を 集 め た.;日 二隊 か:提供 して い る 薄 ハ.製
作 機 は/7睾i,fL↓地v)地E・Ff・,P..};7実験 室 で は 大 変 ドi1.ばれ 使 用
さ れ て い る.ミ たX線 分F:i..装置:之㍑{障:した1ヅi呵lhil蒙員 の
努 力 で 修 復 さ れ 順 調 に 働 い て い る.
滞 イ[三が2か1」 以 ヒに な.ノ/:「トtli隊こtは現 地1〔.ノ亡気:こ"路!
して1『・るt=;、i,k':[1「;茱(tノ)街:`:享'ズ1:く11.;J151「・lr,N!:1され/"二.
う芹様 と と ミ)に徒1;冥福ttt茎斤1.〕た い と.[V.いま す ・
11月9[i沽 火[1[の二,ンフ「.く1「1が小1噴火 を した..・Yc[|ri.,ri
動 が 活 発 な 時 だ:ナに 、 神 沼,{丁 沢rll・1隊員 の 活 路!か 期 待 さ
れ る...二"/、は12り9[ili}/f,211Vll二.一 ジ ー ラ:"iこ
}II}([1した{麦,121」121|1こ.1'ク.ベー ト;、U也;こゴli]∬し1二.
当111F先所 の1;」・i]研究 員 鳥 居 刀1也(「'葉 工 ノく)1文びF|1栗
修(人1戎rl∫.人)も11tj28i1∵ク マ ー1,.}`CU也:こ}ll発L、」也
球 化 学 の 調iイfを担 当.}.る.
こ れ ら4名 フ.}隙目 ら あ わ た だ しい な が ら ら 佗気..:[',/l-,E
や 研 究 を開 始 した.
一第16次観測隊の家族会開かれる一
節16次 観 測 隊 の 冴n　.ul目の 家 族 去 力;,111j25日Uj)の
出 港 を!}{fに多 数 ノ)家1娼:集:)1Ul221i(金)ノ1叛 フ/]).ス
ホ テILで 開 か れ た.11.～iド間 あ る い は1か 年.1?の留 守 の 間
家51・ll川同 志 て.」`』絡 しあ っ た り.話 し合 え る 会 と し て 発 足
した も の で,午3「:d間 か れ る.P定 で あ る.家 族 会 」.乏;こは
星 合 隊 」.芝犬.「、.1、tili}土.2に:よ吉 川 ・}1]隊長 夫 ノ、が 選 ば れ,な
ご や か な 懇 、淡 の う ち}こ1繁しい ひ と と き を 過 ご しメこ.
ま た 研 究 所 か ら の 連 絡'}臼'(〔と して.寄 港 地 へ のF舐 の
出 し方,電 報 の 打 ち 方 、 給/ノ・の:受取 り 方..リミ済 組 合 の 利
f[i'亨;二つ い て の 話 が .ちっ た.
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極 地 研 二
一大山助手オース トラリア南極観測隊参加一
オ ー ス トラ リア隊 へ は じめ て の交 換 科 学 者 と して,国
立 極 地 研 究 所 研 究 系 生 理 生 態 部 門 助 手 の 人 山佳 邦 氏 が 参
加 す る こ とに な り,去 る11月6日 羽 田空 港 を出 発 した.
当初,オ ー ス トラ リア隊 の砕 氷 船 「ネ ラ ダ ン」 は,11
月13日に メ ル ボ ル ンを 出港 す る予 定 で あ った が,急 に変
更 に な り,11月19日ニ ュ'一ジ ラ ン ドの リ トル5ン 港 を 出
港 した.最 初 の寄 港 は マ ック ォー リ一高 で,11月23日～
24日の わ ず か2日 間 滞 在 す るが,そ こで は 貴 重 な亜 南 極
圏 の 生 物 資 料 を採 集 した の ち,11月30日メ ル ボ ル ンに 帰
港 す る.「ネ ラ ダ ンJは メル ボ ル ンにお い て船 積 み を す ま
せ た の ち再 び 南極 に 向 うが,大 山氏 もこれ に 乗 り込 み,
モ ー ソ ン基 地 に 向 う.船 は モ ー ソ ン基 地 の沖 に12月27日
か ら1月2Uま で 滞在 す る が,そ の間 大 山氏 は モ ー ソ ン
基 地 を短 時 間 訪問 す る こ と もあ るが,そ の 後 デー ビス基
地 に1月7日 か ら12日まで滞 在 し,南 極 露 岩 地 域 及 び沿
岸 の生 物 調 査 に全 力 を そ そ ぐ.「 ネ ラ ダ ン」 は1975年1
月23日に フ リー マ ン トル に入 港 す るの で,こ れ を も って
大 山氏 は オ ー ス トラ リア隊 に お け る生 物 調 査 を終 了 す る
予 定 で あ る.
'.捌し
o・
米国国立科学財団 トムジ ョーンズ
博士来所
「トム ・ジ日一ンズが極地研に来るってほんと?」「そ
のとお り.皇太子様にも会 うよ」「すご一い,サ インを
お願い して」とい う会話が草深い板橋の村人達の間で囁
かれたのは9月 の末の頃であった.ま さにまぎれもない
「トム ・ジ四一ンズ」だが,そ の人は科学の振興を主な
任務とするアメリカの国家機関であるNSF(米 国国立
科学財団)の 国内国際事業担当次官補の要職にある化学
博士である.
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かつてはアメリカの南極観測事業の責任者 としての功
績は大きく,現在では南極,北極,国 際海底開発,深 海
掘削など手広 くアメリカ及び国際協力事業の推進者とし
て活躍 している人である.日本の南極観測についてはと
くに関心も深 く,昭和37年南極観測の中断の時には再開
を促進するため,長 谷川峻,中 曾根康弘両代議士をアメ
リカ基地に招待 してくれたこともあり,「ふ じ」の就航
を喜びわざわざ出港をアメbJカから見送 りに来て くれた
ことでも分かる.お りか ら日米科学協力事業合同担当者
会議にアメリカ代表として来日した博士は,ま ず皇太子
殿下を9月24日の午後御殿にお訪ね した.極 地研からは
村山次長が同席 し,ドライバ レー酢こおける深層掘削の成
果などを中心に,白樺の林を眺める御居間で南極の話が
大いにはずんだ,
1日おいて26【.1には極地研究所 を来訪 し,所内を隈な
く見ていただいた.と くにオーロラのビデオテープには
感嘆お くあたわず拍手 して喜び,南極の生物サンプルを
興味深 く見られた.一 方アメリカの南極観測事業の体制
について聞けば,細 かい数字を流れるように挙げて説明
されたのには驚いた.来 年度には本館を新築 し,これか
らはもっとゆっくり博士の教えを受けたいとい うと,「今
日は半日所員としてよく勉強させてもらった.」といって
所員の名札掛けに自分の名刺をぷらさげて帰られた稚気
愛すべきアメリカの極地観測の大御所である.
(村山雅美次長)
クー ロン教授夫妻来所
前国際学術連合(ICSU)'の会長であったフランス学士
院会員,パ リ大学教授のクーロン教授(Jean　Coulomb)
が去る10月30日夫人同伴で当所 を訪問された.同教授夫 ・
妻の来日は,去 る10月25日,日本学術会議の創立25周年
記念式典に前国際学術連合会長 として招待されたためで
ある.同教授は地球物理学者としてフランス国内はもと
より,国際測地学 ・地球物理学連合(IUGG)の会長,国
際地球観測年(IGY)の執行委員などの国際的な要職を歴
任 した.当研究所の永田所長の長年の友人としてこの度
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の来i.[を機会に訪問されたものである.所内の研究室を
巡回 して,南極観測関係の研究結果や生物標本などを熱
心に見学され,南 極点を往復 した雪上車などにも興味を
示された.(楠 宏 研究主幹)
国 際 会 議 報 告
一第8回SCAR会 議 設営部会一
第8回SCAR　会議は,1974イト9月3日から7日まで
アメリカ ・ワイオミング州ジャクソンホールにおいて開
催された.そ の1部会として設営部会がスタイルス(オ
ース トラリア)を議長として次のメンバーにより,南極
観測の将来計画の実施のうえに設営部門に要求される設
営技術的の問題 と関係科学研究部門との間の関連問題に
ついて討議された.要点をここに報告 したい.
各国からの出席設営専門家は次のとおり.
F.　W.　Muller
R.工Romero　 Cajal
D.　F.　Styles
H.　Lorca
J.　Vaugelade
M.　Murayama
R.　Thomson
O.　Orheim
C.　J.　J.　van　Rensburg
E.　S.　Korotkevich
V.　Fuchs
A.　N.　Fewler
Argentina
Argentina
Australia
Chile
France
Japan
New　Zealand
Norway
South　Africa
USSR
UK
USAI
1.国際協力による輸送支援
アメリカ,ソ ビエ トを除 く各国共通の悩みは輸送能
力の不足にある.航空機の利用による人員輸送は近い
将来定常的のものになる可能性があるが,年 々消費量
が増大する燃料を主とする物資の輸送について,国際
協力,国際機構によるタンカーの運航などを考慮する
こととした.
南極におげる雪上,氷上輸送器材として軽雪上車ホ
ーバークラフ ト,エヤークッションプラットホーム,
また軽量ポータブルホイス ト,手動燃料ポンプ等にっ
いて,各国の情報の交換があった.理想的な軽雪上車
は現在のところ各国とも無いが,い まわが国が開発中
のSM50雪上車を写真,設 計仕様により説明 し各国の
興味をひいた.
2.野 外調査隊装備
通気性のある理想的な防風 防水衣類の材料として
フックスがrBROLLIBOND」なる商品名の新製品を
披露 した.低温用乾電池,軽 量通信機及び方探などに
ついての情報の交換があった.又 フックスから日本製
の非常用 トーチランプについて説明があった.
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3.上 記の問題点に関連 して次の論文が発表され,意
見の交換があった.
Cl)「1本隊が使用 した各種の風力発電機(ll本)
② 京大ヒマラヤ遠征隊が使用 した太陽電池(日本)
㈲ 昭和基地のロケット発射設備のための建築デザ
イン(日本)
㈲ 吹き溜まりを防 ぐ南極基地のデザイン(オース
トラリア)
(s)ミルニー基地に建設する2階建て建物(ソ ビエ
ト)
㈹ 風力発電機(ニ ュージーランド)
(T〕SM50雪上車及びSC30櫨(日本)
4.国 際協力による航空輸送(エ ヤーバスシステム)
各国がエヤーバスシステムに協力できる範囲を参加
11か国が発表 した.わ が国は大陸間輸送の能力はない
が,昭 和基地から約20㎞地点の大陸氷上に大型機の滑
走路並びに最少限必要なる施設を提供する一方,昭 和
基地問の飛行機又はヘ リコプターを用意 し,国際機構
による航空輸送の早期実現を希望 した.
他の大陸南極間を大型飛行機 を運航できる国は,現
在アメリカ(マ クマー ド)とアルゼンチン(マ ラムビ
オ)で あり,近い将来にはソビエ ト(マラジョージナ
ヤ),オース トラリア(デ ーピス):及びフランス(デ
ュモンド・ドユルビル)で あることに鑑み,幹線,支
線の航空路の運航について,前記の5か 国が南極条約
VII-8に対処すべく小委員会(ア メリカのフォウラー
が委員長)に おいて検討することとする.
5.電 気通信
電気通信専門会議により提起された南極における電
気通信技術の改善,と くに国際協力による航空輸送に
も関連 し,今後各国間で情報の交換 を強化する.
6.生 理 ・医学部会との合同部会
生理 ・医学部会か ら次の点につき,設営部会への勧
告があった.
(1)夏期の南極訪問者に対する身体検査に留意する
こと.
② 越冬食糧構成において,脂肪分が適量に比 し2
%程度過剰であることに注意すること.
〔3)越冬中のアルコールの摂取量が多すぎる恐れが
あること,フ ランス隊の例をあげれば,純 アルコ
ールに換算 して53tの摂取になると発表された.
ちなみに日本隊のアルコール摂取量は,フ ランス
隊の53'に対 し概ね44'程度になるもよう.
7,　FGGE(第1回金地球大気開発計画)対 策
設営部会はFGGE及 び　POLEX-Southに対処 し
てブイの開発に協力する.
8.海 洋観測データの収集
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SCAR/SCOR及びIOCの勧告に よ る流氷海域及
び商人洋における海洋観測データの収集に協力依頼が
あったが,現状においては冬の間流氷海域におけるデ
ータ収集は極めて困難だがなお検討する.
9.環 境の人為汚染
この件については前向きに検討する.
.ヒ記の問題について検討 し,設 営部会報告(XI[I　SC
AR-37)を.まとめ た南極設営専門家による部会は,す
でに足早やに訪れたワイオ ミングの岩山を賞でつ閉会 し
た.(村 山雅美 次長)
浮上型雪上車紹介
浮上型雪上車は,日 本の南極地域観測隊が昭和基地周
辺の沿岸調査を行 うために,海 氷上を走る事を日的とし
て昭和43年度の研究開発費により1号車が試作された.
株式会社大原鉄工所が製作にあたり,同社のSMI5型を
母体として改造 を加え完成 した.同車は昭和44fド第11次
隊により昭和基地に搬入され,氷状調査等有効に運用さ
れた.こ の浮上型雪上車は軽快な雪上機動性および軟弱
な氷上における安全性を得るため,努 めて軽量化され,
併せて水上における浮上性を有する構造としてある.こ
のため積載,牽 引等の機能はあまり期待 していない,ゴ三
要構造はオープン挽型車体を有 し,前部から機関(いすy
G201型ガソリン機関 ・88PS/4,800rpm)・変速機(4速
シンクロメッシュ式)・ 二重蓋動機 ・起動輪が配置され
ゴム履帯によって走行 し,操向は二重差動機の制動にょ
って行われる構造である.フ レームおよび車体はオ　プ
ン幌型で角型鋼管製ハシゴ型7レ ーム上に固定され,前
部に操縦席および助手席を,後部には器材積載用の荷台
が装備されている.
差動装置および終減速機はフレーム後部に装着され,
変速機から推進軸を経て伝達された動力 を差動機,終減
速機を経て起動輪に伝達する.差動機は二重差動式で左
右各1組 のブ レーキによって各側の回転を制御する構造
で,操縦席か ら油圧を介 して操行 レバーによって操i乍す
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懸 架 装 硝!はフ レー ム 下 側 に 固定 され た 独 、hナで トハ ル
トゴム懸 架 方 式 で,こ の方 式 は 南 極 で は 初 め ての 試 み で
あ る が数 多 くの秀 れ た特 長 が あ り今 後 期 待 す る もの が あ
る.こ の 方)・L'はシ ャー シ ー フ レー ム に 固 定 され たiE]j形
の 角 パ イ フ 内 に 角 の 内辺 を対 角長 以 下 と す る四 角形 のサ
ス ペ ン シ 、,ンアー ム軸 を45°変 角 させ て角 ハ イ フ内 に 収
め アー ム軸 の一一辺 を底 辺 と す る三 角形 の 空 間 に コ.ム製 の
丸形 エ レメ ン ト(2三〇mm)を 圧 入 した も の で,こ れ に
よ る と鋼 製 の ス プ リ ング と弾 性特 性 が 異 り,不 整 地 に お
け る動 揺 の緩 和 に か な り効 果 が あ る,
腹 帯 は 角 型鋼 管 に よ って 構 成 した トラ ッ クプ レー トの
中 央 を駆 動 し,両 側 の キ ャ ン バ ス人 リ ゴム ペ ル トで連 結
した構 造 で 上面 に は 転 輪案 内 用 の ガイ ドを有 し,懸 架 ア
蕊 蠕 難 際 肋 ヤを飢 た解 ●
次 にi三要 請 元 を示 す.
1.寸 法
全 長3,855mm
全 高1,950mm
履 帯 巾660mm
2. .IE量
1巨輔 重 量1,790kg
」陵大 積 載:ft　 l50kg
全rli2,160mm
履 帯 接 地 長2,040mm
最 低 地 ヒ高300mm
接 地 圧(空 車 時)O.066kg/cmZ(積載時)
3.性 能
最 高速 度35km/H登 坂 能 力25°
最 小 回 転,半径5,5m超 濠 能 力1m
雪 上 の走 行 時 は中 型 木 製 雪 櫨(荷 重1t以.ド)1台 が 牽
乗i↓[虚 貝2大
耳〔構総 重 量2,050kg
O.076kg/cm2
引出来るように後部に牽引フックが設けられている.
水上においては4名乗車の他積載物70kgで吃水約800
mm,　乾舷として約1300mmの余裕がある.航 行は腹帯
を回転させることにより4～5km/Hの速度で航行する
ことが出来る.車内には漏水,波 による浸水に備え動力
排水ポンプが設けられている.
浮 上型川 川 〔は葭子極地域観測隊が行う沿岸調査旅行で
軟弱な海氷 ヒを走行しなければならない事態に立ち至っ
た場ft,調査旅行隊Uに 安心感 をfノ・え万 一海氷が割れた
場合;こも生命の安全は確保されることか ろ,今後の沿岸
調査旅行を広範囲,か つ安全に進めてゆけることに大き
な期待が持てる.
永田所長に文化勲章
永 川武 所 長 は 去 る11)j3H.!誹r}宮殿 に お い て栄 え あ
る 文1ヒ勲 章 を受 章 した.こ の 受f;そは 南 極 観 測 に携 わ る ノ、
々の 内 で初 め て の'拝で もあ り,南 極 観 測 事 業 が大 き く ク
ロー7t・ア ソ7さ れ,南 極に つ い て の よ り広 く,よ り多
くの理 解 を得 られ た も の と思 わ れ る.
永 川所 長 は地 球 磁 気 学,と くに 古 地 磁 気 学 の 創 設 者 と
して 世界 的 に 有 名 て'あり,火rli岩を用 い て地 磁 気 の 精 密
な 実験 測 定 を行 い熱 残 留磁 気 の 屯畳 性 の法 則 の発 見や,
地 磁 気 の 永{ド変 化 を明 らかに した.ま た極 微'・(の研 究 に
も意 欲 的 で,南 極地 域 観 測 の第1次 か ら第3次 まで の 隊
長 をつ とめ た.
研究所創立一周年
)「lfiff究.Fウ「も[1乍1仁91]29[1、極 地 石井究.ゼ ン タ ー カ・ら 発 厘乏
的 に 改 組 さ れ て[dft/15;{地研 究 所 と し.て発 足 し て か ら1周
fドを迎 え ,1記念 行 事 グ 去 る10月3日 に け わ れ た.
ま た,JE.ff・fc・7■を 不1」旧 してi}百ノくの たLl-)ボー リ ン グ ノく二さろ:
行 わ れ 隊 員 チ ー ム が 優 勝 した.
研 究 所 刊 行 物
JARE　Data　Reports、　No.　25　(Meteorology)
　 Meteorological　Data　at　Mizuho　Camp,　Antarctica
in1971and1972.December1974
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一般概況
第15次 隊 月 例 報 告
〈49年9月 ・10月〉
9月 上 旬,天 候 も悪 くデ ポ旅 行 隊 帰 投,北 沿 岸 調 査 旅
行 隊 出 発 ・帰 投 とあ わ た だ しく過 ぎ去 り,10月に 入 りY
ル ー ト調 査 旅 行隊,沿 岸 調 査 旅 行隊 もそ れ ぞれ 出発.中
f1J両隊 共 そ れ ぞ れ 帰 投 した が,3011やまと 山脈 調 査 旅 後」:
隊 出発 に よ り基地 は 再 び 少 人数 の生 活 と な る.隊 員 の健
康 状 態 は.9月 に 軽 度 の肝 機能 障 害1名 で た 他は 全員 健
康 で あ る.
観 測 報 告
オ ー ロラ シ ー ズ ン最 後 に あ た り,極 光 活 動 も活 発 で あ
り,全 天 カ メ ラ撮 影,U視 観 測 は10月13日に終J'した.
地 磁 気観 測 は,昼 間 の コ ー ラス電 波 活 動 が 高 ま り方 探3
成 分 の磁 気 チ ー フ録 音 を開 始 した.気 象 概 況 に お い て は
9月 初 旬,10月 中旬 の 好天 を除 い ては,天 候 も悪 く短 周
期 で ブ リザ ー ドが 襲 来 し気温 は 高 めで あ っ た.
/lx:分!9月 ・・ 月1
平 均 　:xC温 一17.4℃-14℃
;月 最 高 気 温 一4.6℃-3.4℃
月 最 低 気 温 一34.4℃-29.4℃
.」J最 大 風 速131・2m/sec28・gm/secI
地 理 部|1'1では 束 オ ングル 鳥 膚沿 岸 測 深9月(10点)10月
(68点,継続 中)又,北 方 海 域 の 測 深(9/13-9f23の間)
現工経39°30'～東 経40°と南 緯68°45'～1起承268°55'Cこ囲 まれ
る 海 域 及 び天 測 岩一 た ま岬 沖5km海 域.測 深 数192点,
寸 ン グル海 峡 の深 ま りは と っつ き岨1沖か らや や浅 くな り
つ つdヒ{こイ申ISr:L・る.
設 営 報 告
燃料消費内訳
[メ: 分
普 通 軽 油
灯 油
　　　　　　　　　　 }Etk　1
消 費　　IIい 残 量
9月10月19月!10HI.
18,44317,755132,169114,414
2,2002,80025.40022.600
発 電 機 関 係 で は65kVA発 電 機 モ ー ター,ベ ア リ ング
受la;に申}庵が発 生.車 輌 関 係 で は,サ ンダ ー コ.ソク ・ヌ
ナ ター ク,Yル ー ト:旅行 用li〔輌KD60雪」二軍,7,9Z・KC
20雪E車23り'整備,旅 行 準 備中 であ る,
通 信は1:般的 に まつ'まず 良好 であ り,10)il8[i「ふ じ」
とテ ス ト交 信 した.通 信 施 設 と して(.㌧内国生ll[、考査 旅 行用
と して サ ング ー コ ッ クヌ ナ ター ク向 け及 びや まと 山脈 向
け σ)インバ ー テ ッ1・',V型空ll1線21`Lを昭 和 張地 に,Riii11
した,
その ほ か は 順 調 に 経過 して い る.
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極 地 研 ニ ュ ー ス
〈新着図書案内〉
「極北に駆ける」 植村直己著
この本は,地 球の屋根エベ レス トなど,世界5大 陸の
最高峰の登頂をな しとげ,南極大陸3,000キロ単独犬ぞ
り横断旅行の夢を持つ著者が,き びしい極地気候への順
化能力と犬ぞり技術の習得のため,1972年9月から1973
年6月 まで,グ リーンラン ド北部のエスキモー部落シオ
ラパルクに単身入 り,エスキモーと共に過 した10か月の
生活を記録 したものである.島 のほとんどが北極圏に属
するグリーンラン ドは,夏 でも気温はマイナス10度,そ
してここに住むエスキモーは,文 明化 したアラスカ ・エ
スキモーやカナダ ・エスキモーとちがい,冬には犬ぞり
を走 らせ,モ リを持ってアザラシやセイウチを追 う狩猟
生活を している.真 の犬ぞり技術の習得には,極 地に住
むエスキモー部落に入 り,彼等といっしょに生活 しなが
ら学ぶのが最良と考えた著者が選んだのがポーラ・エス
キモーの部落 シオラパルク.
前半はデンマーク政府の物資補給船に乗 り,顔つきこ
そは似ているものの,言 葉も風俗習慣もまったくちがう
人たちの中へ入 っていった著者が,子 供相手に会話を学
び,脂 でギタギタの生肉にもなれ,エ スキモー夫婦の養
子になるなど,彼の人柄と行動力で,す っかり部落の住
人 として落ちつ くまでが,エ スキモーの食生活,狩 猟生
活,　sex観などをおりまぜて描かれている.
後半は,冬 に入 り,いよいよ目的の犬ぞ り訓練にとり
組み,つ いにエスキモーにとっても驚異にあたいするシ
オラパルク～ウパナ ビック間往復3,000キロの冬期犬ぞ
り旅行を達成するまでが書かれている.最初はせっか く
ふったムチも犬にあたらず,自分の顔に しっぺ返 しのみ
みずばればか り作 っていた著者 も,かろうじて75キロ先
の部落まで,エ スキモーの倍の時間をかけてそり旅行が
できるようになり,以後綿密な計画のもとに着々と実行
を重ね,つ いにエスキモーが長い間かかって身につけた
雛 篇 躍 ㌫ ㍍;畠繍 ‡聾鑑}1●
ル に 富 ん で い る.
著 者 は本rpll月22日,グリー ンラ ン ドか ら北 極 海,カ
ナ ダ をへ て,ペ ー リ ング海 峡 ま で,12,000キロの犬 ぞ り
旅行 に 挑戦 す る た め,空 路 コ ペ ンハ ー ゲ ンに 向 か って 旅
立 った.こ れ が達 成 され れ ば,彼 の 南 極 横 断 の 夢 も,い
よい よ具 体 的 に な る だろ う.〔1974.年文 芸 春 秋 社 発 行〕
(松里 房子 ・国 立 極 地 研 究 所 図 書 室)
〔極地豆辞典〕
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氷 山
南極大陸に近づくと澄みきった空のもと波静かな海面
に流氷が漂いテーブル型の氷山 がそ の 雄人な姿を現わ
す.船 の航海上,氷 は危険極まりない存在で過去に多く
の惨事を引き起こしている.しか し最近世界の淡水資源
不足の対策として南極海の氷山を船で曳いてくるといっ
た雄大な計画も検討されている.
南極海の氷山　(ice　berg)　は大陸氷床　(ice　sheet)　や
棚氷　(ice　shelf)　から生 じ,内陸部で降 り積った雪が圧
密され形成されたもので,陸 に起因する氷である.氷山
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　 Lin
を代表する頂上の平坦な卓状氷山(tabular　be g)は樹氷}
か ら生 じ,海面上の高さが30～40m,長さ185㎞,巾75km
に及ぶものもある.氷河か らは頂上が丸味を帯びた り尖
った形のものが生まれる.北半球ではグリーンランドが
おもな氷山の供給地で,氷 河の末端が分裂 して生 じるた
めに頂上は平坦でな く,大きさも小さいものが多い.北
氷洋にも氷島(ice　island)と呼ばれる大型の卓状氷山が
漂流 しており,現在約60ほどの氷島が北極海やカナダ北
部諸島の間に点在 している.中 でも氷島T-　3　ea・rk漂流
観測所が設けられ,海 洋学的な研究が行われている・
氷山は棚氷や氷河か ら分裂 したのち,そ の吃水が深い
ために風の力の影響が小 さく表面海流にのって流れる.
北極海ではおおよそ東から西へと時計回 りに1日 数キロ
メー トルの速 さで漂流 している.一方南極海では北半球
とは逆に西から東に向い南極大陸の廻 りを漂流 しながら
融けて消えて しまう.氷山の平均寿命は北半球で2～4
年,南半球で12～14年といわれる.巨大な氷山は人間活
動の場か ら遠 く離れているため,氷 山が柳水から分離す
る状況を観察 した人は殆んどいない.ま た氷山の漂流な
ど,ま だ未解決の問題が多 く近年,人 工衛星からの遠隔
測定によってこれらの問題が解明されつつある.
UlaVla°.・1.・「° 'w`"`Ukla.lj㌔Lus～ ♂la　 　　 回、h㌧LLL　 、
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